
『
万
葉
集
』
巻
二
・
一
三
〇
番
歌
の
解
釈
に
つ
い
て 

 
 

―
「
丹
生
乃
河 

瀬
者
不
渡
而 

由
久
遊
久
登
」
の
背
景
―                                                              

市
瀬 

雅
之 

                                                                                                                    

は
じ
め
に 

『
万
葉
集
』
の
巻
二
「
相
聞
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
三
〇
番
歌
（
以
下
「
当
該
歌
」

と
呼
ぶ
）
は
、
訓
読
に
も
解
釈
に
も
揺
れ
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
整
理
は
、
尾
崎
富
義

「
長
皇
子
の
歌
」
に
詳
し
い
（
１
）

。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
「
丹
生
乃
河
」
か
ら
歌
い

起
こ
さ
れ
る
意
味
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
上
二
句
が
「
由
久
遊
久
登
」

の
序
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
「
丹
生
乃
河
」
に
そ
う
表
現
さ
せ
る
背
景

が
存
在
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。 

本
稿
は
、
そ
の
検
討
か
ら
当
該
歌
の
解
釈
を
試
み
た
い
。 

 一
、
問
題
の
所
在 

長
皇
子
与
皇
弟
御
歌
一
首 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

丹
生
乃
河 

瀬
者
不
渡
而 

由
久
遊
久
登 

恋
痛
吾
弟 

乞
通
来
祢
（
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
・
一
三
〇
） 

 

初
句
の
「
丹
生
乃
河
」
は
、
所
在
へ
の
考
察
が
あ
っ
て
も
歌
の
解
釈
に
ま
で
及
ぶ
も

の
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
い
る
の
が
、
吉
村
誠
「
相
聞
歌
の

『
遊
び
』
」
（
３
）

で
あ
る
。 

 
 

飛
騨
人
の
真
木
流
す
と
い
ふ
丹
生
の
川
言
は
通
へ
ど
舟
そ
通
は
ぬ 

          

（
７
・
一
一
七
三
） 

 

右
の
歌
が
「
丹
生
の
川
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
の
に
着
目
し
て
、 

影
響
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
例
と
長
皇
子
の
「
丹
生
川
」
に
対
す
る
観
念

が
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
丹
生
川
」
と
は
こ
と
さ
ら
渡
河
の
難
し
い

川
と
い
う
意
味
に
描
か
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

と
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
支
持
す
る
池
原
陽
斉
「
『
長
皇
子
与
皇
弟
御
歌
一
首
』
考
」
（
４
）

は
、 

吉
村
は
「
影
響
関
係
は
不
明
」
と
慎
重
で
あ
る
が
、
「
飛
騨
人
の
真
木
流
す
と
い
．
．

ふ．
」
と
い
う
伝
聞
表
現
か
ら
み
て
、
飛
騨
の
丹
生
川
の
特
性
は
人
口
に
膾
炙
し
て

い
た
可
能
性
が
た
か
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
（
中
略
）
こ
の
地
は
一

種
の
う
た
枕
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
首
肯
す
る
。
ま
た
、 

 
 
 
 

久
米
禅
師
が
石
川
郎
女
を
娉
ふ
時
の
歌
五
首 

 
 

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
我
が
引
か
ば
う
ま
人
さ
び
て
否
と
言
は
む
か
も 

禅
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

（
２
・
九
六
） 

 
 

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
強
作
留
わ
ざ
を
知
る
と
い
は
な
く
に 

郎
女 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
２
・
九
七
） 

を
例
と
し
て
、 

 
 

事
物
の
特
徴
を
取
り
入
れ
た
作
で
、
当
該
歌
の
「
丹
生
の
川
」
も
同
工
異
曲
な
の 

 
 

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
当
該
歌
の
場
合
に
は
、
「
丹
生
の
川
」
と
詠
む
こ
と
で
、 

 
 

「
来
訪
を
促
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
「
瀬
を
渡
ら
ず
て
」
と
い
う
の
か
、
当 

 
 

て
て
み
せ
よ
（
渡
る
こ
と
が
困
難
で
有
名
な
、
あ
の
丹
生
の
川
だ
か
ら
だ
よ
）
」 

 
 

と
い
う
謎
か
け
も
意
図
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
述
べ
る
。 

 

こ
こ
で
は
吉
村
論
文
が
条
件
と
す
る
、
一
一
七
三
番
歌
に
詠
出
さ
れ
た
「
丹
生
の
川
」
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の
理
解
が
、
当
該
歌
に
詠
ま
れ
る
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る

の
か
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
進
め
る
。 

一
一
七
三
番
歌
は
、
言
葉
は
通
う
け
れ
ど
船
は
通
わ
な
い
と
、
川
を
渡
る
こ
と
の
難

し
さ
を
表
す
。
吉
村
前
掲
論
文
は
、 

        

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
竊
か
に
穂
積
皇
子
に
接
ひ
、
事 

 
 
 
 

既
に
形
は
れ
て
作
ら
す
歌
一
首 

人
言
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る 

 
 

（
２
・
一
一
六
） 

を
引
用
し
、
川
が
恋
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
歌
の
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
は
「
瀬
者
不
渡
而
（
瀬
は

渡
ら
ず
て
）
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
句
を
受
け
て
い
る
の
が
「
由
久
遊
久
登
（
ゆ

く
ゆ
く
と
）
」
に
な
ろ
う
。
そ
の
解
釈
に
は
、
平
安
時
代
以
降
の
用
例
が
参
考
に
さ
れ

て
き
た
の
だ
が
、
時
間
的
な
隔
た
り
が
大
き
い
。
こ
こ
で
は
『
万
葉
集
』
中
に
用
例
を

求
め
て
お
く
。 

 

「
由
久
」
の
み
の
表
記
に
着
目
す
る
と
、 

 
 
 
 

八
代
女
王
、
天
皇
に
献
る
歌
一
首 

 
 

君
尓
因 

言
之
繁
乎 

古
郷
之 

明
日
香
乃
河
尓 

潔
身
為
尓
去 
一
尾
云
「
龍
田

超 

三
津
之
浜
辺
尓 

潔
身
四
二
由
久
」
（
５
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
４
・
六
二
六
） 

 
 

君
に
よ
り
言
の
繁
き
を
故
郷
の
明
日
香
の
川
に
み
そ
ぎ
し
に
行
く 

一
の
尾
に
云

ふ
「
龍
田
越
え 

三
津
の
浜
辺
に 

み
そ
ぎ
し
に
行
く
」 

と
「
行
く
」
に
当
て
ら
れ
、
「
遊
久
」
の
表
記
も
、 

 
 
 
 

吉
野
宮
に
幸
せ
る
時
に
、
弓
削
皇
子
、
額
田
王
に
贈
り
与
ふ
る
歌
一
首     

 
 

古
尓 

恋
流
鳥
鴨 

弓
絃
葉
乃 

三
井
能
上
従 

鳴
濟
遊
久
（
６
）

（
２
・
一
一
一
） 

 
 

古
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
ゆ
づ
る
は
の
御
井
の
上
よ
り
鳴
き
渡
り
行
く 

と
「
行
く
」
を
表
す
。
「
行
く
行
く
と
」
と
テ
ン
ポ
よ
く
繰
り
返
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

川
を
進
み
続
け
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

試
み
に
、
長
皇
子
の
他
の
歌
を
参
考
に
し
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 

長
皇
子
の
御
歌 

 
 

霰
打 

安
良
礼
松
原 

住
吉
乃 

弟
日
娘
与 

見
礼
常
不
飽
香
聞 

（
１
・
六
五
） 

 
 

霰
打
つ
安
良
礼
松
原 

住
吉
の
弟
日
娘
と
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も  

 
 

は
「
安
良
礼
松
原
」
と
い
う
地
名
に
「
霰
打
つ
」
と
の
景
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
あ．

ら
れ
．
．
う
つ 

あ
ら
れ

．
．
．
ま
つ
ば
ら
」
と
、
同
音
が
テ
ン
ポ
よ
く
繰
り
返
え
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
霰
が
降
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
三
句
以
降
で
、
住
吉
に
住
む

「
弟
日
娘
与
」
と
見
て
も
見
飽
き
な
い
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

長
皇
子
の
御
歌 

 
 

吾
妹
子
乎 

早
見
浜
風 

倭
有 

吾
松
椿 

不
吹
有
勿
勤 

 
 
 

（
１
・
七
三
） 

 
 

我
妹
子
を
早
み
浜
風 

大
和
な
る
我
松
椿
吹
か
ざ
る
な
ゆ
め 

 
 

 

 

右
の
歌
は
、
「
早
見
」
と
い
う
地
名
に
「
早
く
見
た
い
」
の
意
が
重
ね
ら
れ
て
、
初

句
に
そ
の
対
象
が
「
吾
妹
子
乎
」
と
冠
せ
ら
れ
る
。
そ
の
意
を
含
ん
だ
「
浜
風
」
が
景

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
「
は．
や
み 

は．
ま
か
ぜ
」
と
同
音
の
繰
り
返
し
は
、
小
気
味

よ
く
歌
を
読
ま
せ
る
。
上
二
句
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
吾
妹
子
」
に
早
く
逢
い
た
い
と

い
う
思
い
を
含
む
「
浜
風
」
に
、
下
三
句
は
、
大
和
に
私
を
待
つ
松
や
椿
に
吹
か
な
い

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
念
を
押
す
面
白
さ
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

言
葉
巧
み
に
景
を
詠
出
す
る
方
法
は
、 

 
 
 
 

長
皇
子
の
御
歌  

 
 

暮
相
而 

朝
面
無
美 

隠
尓
加 

気
長
妹
之 

廬
利
為
里
計
武 

 

（
１
・
六
〇
） 

 
 

宵
に
逢
ひ
て
朝
面
な
み
名
張
に
か 

日
長
き
妹
が
廬
り
せ
り
け
む 

 

に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
隠
（
名
張
）
」
か
ら
「
宵
に
逢
ひ
て
朝
面
な
み
」
と
、

女
性
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
宵
に
あ．
ひ
て
あ．
し
た
面
な
み
」
と
同
音
が
繰
り
返

さ
れ
る
リ
ズ
ム
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
出
か
け
て
日
数
を
経
た
「
妹
」
の
「
廬

り
せ
り
け
む
」
姿
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
認
め
ら
れ
る
。 
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長
皇
子
と
志
貴
皇
子
と
、
佐
紀
宮
に
し
て
倶
に
宴
す
る
歌 

 
 

秋
去
者 

今
毛
見
如 

妻
恋
尓 

鹿
将
鳴
山
曾 

高
野
原
之
宇
倍 

 
 

秋
さ
ら
ば
今
も
見
る
ご
と 

妻
恋
ひ
に
鹿
鳴
か
む
山
そ
高
野
原
の
上 

 
 
 

 
 
 
 

右
の
一
首
、
長
皇
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
・
八
四
） 

 

右
の
歌
は
そ
れ
ま
で
と
違
い
、
下
句
に
「
妻
恋
ひ
に
鹿
鳴
か
む
山
そ
」
と
「
高
野
原

の
上
」
の
景
が
示
さ
れ
る
。
秋
に
な
っ
た
ら
「
今
も
見
る
ご
と
」
と
、
そ
れ
が
何
か
を

見
て
想
像
さ
れ
た
景
で
あ
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

長
皇
子
の
歌
を
こ
の
よ
う
に
一
覧
す
る
と
、
地
名
に
関
わ
る
景
が
、
音
の
繰
り
返
し

や
言
葉
巧
み
に
、
或
い
は
時
に
何
か
を
見
な
が
ら
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
出

さ
れ
る
。
当
該
歌
の
場
合
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
と
な
る
。 

 

「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
の
所
在
に
つ
い
て
も
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
前

掲
一
一
七
三
番
歌
は
、
「
飛
騨
人
の
真
木
流
す
と
い
ふ
」
と
の
表
現
が
「
丹
生
の
川
」

の
所
在
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
大
伴
家
持
が
「
二
上
山
の
賦
一
首 

こ

の
山
は
射
水
郡
に
あ
り
」
（
17
・
三
九
八
五
～
三
九
八
七
）
に
、 

 
 

射
水
川  

い
行
き
巡
れ
る  

玉
櫛
笥  

二
上
山
は
（
以
下
略
）
（
17
・
三
九
八
五
） 

と
歌
い
起
こ
す
の
が
留
意
さ
れ
よ
う
。
題
詞
に
も
「
こ
の
山
は
射
水
郡
に
あ
り
」
と
注

記
さ
れ
る
の
は
、
大
和
国
の
二
上
山
と
の
区
別
が
あ
っ
て
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
丹

生
乃
河
」
も
、
そ
れ
だ
け
で
想
起
さ
れ
る
川
が
別
に
存
在
し
た
。
一
一
七
三
番
歌
に
は

「
飛
騨
人
の
」
と
断
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

当
該
歌
の
第
三
句
が
「
吾
弟
」
と
記
す
と
こ
ろ
に
は
、
弓
削
皇
子
歌
が
想
起
さ
れ
よ

う
。
前
掲
一
一
一
番
歌
の
ほ
か
に
も
、 

 
 
 
 

弓
削
皇
子
、
紀
皇
女
を
思
ふ
御
歌
四
首 

 
 

吉
野
川
行
く
瀬
の
早
み
し
ま
し
く
も
淀
む
こ
と
な
く
あ
り
こ
せ
ぬ
か
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
・
一
一
九
） 

 
 
 
 

弓
削
皇
子
の
吉
野
に
遊
で
ま
せ
る
時
の
御
歌
一
首 

 
 

滝
の
上
の
三
船
の
山
に
居
る
雲
の
常
に
あ
ら
む
と
我
が
思
は
な
く
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
・
二
四
二
） 

と
点
線
で
示
す
よ
う
に
、
吉
野
川
或
い
は
吉
野
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
兄
で
あ
る
長
皇
子

が
、
吉
野
川
の
支
流
に
あ
た
る
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ほ
ど
唐
突
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
な
い
。 

 

当
該
歌
に
は
、
吉
野
川
に
注
ぐ
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
の
」
瀬
が
深
い
の
で
歩
い

て
は
渡
ら
な
い
が
、
「
行
く
行
く
と
」
船
で
で
も
渡
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
余
地
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
後
述
す
る
下
二
句
と
の
接
合
を
捉
え
き
れ
な

い
。
本
稿
で
は
、
川
を
渡
ら
な
い
別
の
可
能
性
を
考
え
て
お
く
。 

 

二
、
上
三
句
の
背
景
と
解
釈 

こ
こ
で
は
「
丹
生
」
の
地
名
を
詠
む
次
の
歌
に
着
目
す
る
。 

 
 

斧
取
り
て 

丹
生
の
檜
山
の 

木
伐
り
来
て 

筏
に
作
り 

ま
梶
貫
き 

磯
漕
ぎ

廻
つ
つ 

島
伝
ひ 

見
れ
ど
も
飽
か
ず 

み
吉
野
の 

滝
も
と
ど
ろ
に 

落
つ
る

白
波   

 
 

斧
取
而 

丹
生
檜
山 

木
折
来
而 

筏
尓
作 

二
梶
貫 

礒
榜
廻
乍 

嶋
伝 

雖

見
不
飽 

三
吉
野
乃 

滝
動
々 

落
白
浪 

 
 
 
 
 
 
 

（
13
・
三
二
三
二
） 

 
 
 
 

反
歌 

 
 

み
吉
野
の
滝
も
と
ど
ろ
に
落
つ
る
白
波
留
ま
り
に
し
妹
に
見
せ
ま
く
欲
し
き
白
波 

 
 

三
芳
野 

滝
動
々 

落
白
浪 

留
西 

妹
見
西
巻
欲
白
浪  

（
13
・
三
二
三
三
） 

 
 
 
 
 

右
の
二
首 

 
傍
線
部
に
は
、
斧
を
取
っ
て
丹
生
の
檜
の
山
か
ら
、
木
を
伐
り
出
し
て
筏
を
作
り
、

磯
を
漕
ぎ
廻
る
者
た
ち
の
姿
が
「
見
れ
ど
も
飽
か
ず
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
伐
り
出

さ
れ
た
檜
が
筏
に
組
ま
れ
、
磯
を
漕
ぎ
巡
る
の
は
丹
生
川
に
は
じ
ま
ろ
う
。
飯
泉
健
司

「
水
路
―
筏
師
」
（
７
）

は
、
そ
う
し
た
筏
の
漕
ぎ
手
を
、 

当
該
歌
の
「
斧
取
り
て
…
…
筏
に
作
り
」
と
い
う
表
現
は
、
丹
生
神
人
集
団
と
も

言
う
べ
き
、
ニ
フ
ツ
ヒ
メ
神
を
信
奉
す
る
、
筏
・
伐
木
に
携
わ
る
専
業
集
団
の
労
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働
情
景
を
歌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
れ
ば
、
敢
え
て
「
丹
生

の
檜
山
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
く
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ

の
山
と
は
ニ
フ
ツ
ヒ
メ
神
を
掌
る
山
で
あ
り
、
こ
の
女
神
の
霊
力
を
秘
め
た
筏
と

い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

大
和
人
と
推
定
さ
れ
る
作
者
が
実
際
に
筏
・
伐
木
作
業
に
従
事
し
て
い
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
あ
た
か
も
自
身
で
な
し
た
か
の
如
く
表
現
し
て
、
筏

・
伐
木
の
集
団
の
一
員
で
あ
る
よ
う
に
歌
い
あ
げ
る
点
に
、
か
え
っ
て
こ
の
歌
の

特
長
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

と
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
「
弘
法
大
師
始

建
高
野
山
語
第
二
十
五
」
の
中
に
、
「
丹
生
神
人
集
団
」
の
存
在
を
見
出
し
た
。 

 
 
 

今
昔
、
弘
法
大
師
、
真
言
教
諸
ノ
所
ニ
弘
メ
置
給
テ
、
年
漸
ク
老
ニ
臨
給
フ
程 

 
 

ニ
、
数
ノ
弟
子
ニ
、
皆
、
所
々
ノ
寺
々
ヲ
譲
リ
給
テ
後
、
「
我
ガ
唐
ニ
シ
テ
擲
ゲ 

 
 

シ
所
ノ
三
鈷
落
タ
ラ
ム
所
ヲ
尋
ム
」
ト
思
テ
、
弘
仁
七
年
ト
云
フ
年
ノ
六
月
ニ
、 

 
 

王
城
ヲ
出
テ
尋
ヌ
ル
ニ
、
大
和
国
宇
智
ノ
郡
ニ
至
テ
一
人
ノ
猟
ノ
人
ニ
会
ヌ
。
其 

 
 

形
、
面
赤
ク
シ
テ
長
八
尺
許
也
。
青
キ
色
ノ
小
袖
ヲ
着
セ
リ
。
骨
高
ク
筋
太
シ
。 

 
 

弓
箭
ヲ
以
テ
身
帯
セ
リ
。
大
小
二
ノ
黒
キ
犬
ヲ
具
セ
リ
。
即
チ
、
此
人
大
師
ヲ
見 

 
 

テ
、
過
ギ
通
ル
ニ
云
ク
、
「
何
ゾ
ノ
聖
人
ノ
行
キ
給
フ
ゾ
」
ト
。
大
師
ノ
宣
ハ
ク
、 

 
 

「
我
レ
、
唐
ニ
シ
テ
三
鈷
ヲ
擲
テ
、
『
禅
定
ノ
霊
穴
ニ
落
ヨ
』
ト
誓
ヒ
キ
。
今
、 

 
 

其
所
ヲ
求
メ
行
ク
也
」
ト
。
猟
者
ノ
云
ク
、
「
我
レ
ハ
是
、
南
山
ノ
犬
飼
也
。
我 

 
 

レ
其
所
ヲ
知
レ
リ
。
速
ニ
可
教
奉
シ
」
ト
云
テ
、
犬
ヲ
放
テ
令
走
ル
間
、
犬
失
ヌ
。 

 
 

大
師
、
其
ヨ
リ
紀
伊
ノ
国
ノ
堺
大
河
ノ
辺
ニ
宿
シ
ヌ
。
此
ニ
一
人
ノ
山
人
ニ
会
ヌ
。 

 
 

大
師
此
事
ヲ
問
給
フ
ニ
、
「
此
ヨ
リ
南
ニ
平
原
ノ
沢
有
リ
。
是
其
所
也
」
。
明
ル 

 
 

朝
ニ
、
山
人
大
師
ニ
相
具
シ
テ
行
ク
間
、
密
ニ
語
テ
云
ク
、
「
我
レ
此
山
ノ
王
也
。 

 
 

速
ニ
此
ノ
領
地
ヲ
可
奉
シ
」
ト
。
山
ノ
中
ニ
百
町
計
入
ヌ
。
山
ノ
中
ハ
直
シ
ク
鉢 

 
 

ヲ
臥
タ
ル
如
ク
ニ
テ
、
廻
ニ
峰
八
立
テ
登
レ
リ
。
檜
ノ
云
ム
方
無
ク
大
ナ
ル
、
竹 

 
 

ノ
様
ニ
テ
生
並
タ
リ
。
其
中
ニ
一
ノ
檜
ノ
中
ニ
大
ナ
ル
竹
胯
有
リ
。
此
ノ
三
鈷
被 

 
 

打
立
タ
リ
。
是
ヲ
見
ル
ニ
、
喜
ビ
悲
ブ
事
限
無
シ
。
「
是
禅
定
ノ
霊
崛
也
」
ト
知 

 
 

ヌ
。
「
此
ノ
山
人
ハ
誰
人
ゾ
」
ト
問
給
ヘ
バ
、
「
丹
生
ノ
明
神
ト
ナ
ム
申
ス
」
。 

 
 

今
ノ
天
野
ノ
宮
、
是
也
。
「
犬
飼
ヲ
バ
高
野
ノ
明
神
ト
ナ
ム
申
ス
」
ト
云
テ
、
失 

 
 

ヌ
。 

 
 
 

大
師
返
給
テ
、
諸
ノ
職
皆
辞
シ
テ
、
御
弟
子
ニ
所
々
ヲ
付
ク
。
東
寺
ヲ
バ
実
恵

僧
都
ニ
付
ク
。
神
護
寺
ヲ
バ
真
済
僧
正
ニ
付
ク
。
真
言
院
ヲ
バ
真
雅
僧
正
ニ
付
、

高
雄
ヲ
棄
テ
南
山
ニ
移
リ
入
給
ヌ
。
堂
塔
房
舎
ヲ
其
員
造
ル
。
其
中
ニ
、
高
サ
十

六
丈
ノ
大
塔
ヲ
造
テ
、
丈
六
ノ
五
仏
ヲ
安
置
シ
テ
、
御
願
ト
シ
テ
名
ヅ
ケ
ツ
、
金

剛
峰
寺
ト
ス
。
（
以
下
略
）
（
８
） 

当
該
歌
も
同
じ
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
提
示
さ
れ
た
資
料

は
時
代
を
下
り
す
ぎ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
弘
法
大
師
が
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
開
く

以
前
の
「
丹
生
ノ
明
神
」
（
本
論
の
本
文
で
は
「
丹
生
都
比
売
神
」
で
統
一
す
る
）
」
に
着

目
す
る
。 

 

市
瀬
雅
之「
紀
伊
国
・
玉
津
島
の
稚
日
女
尊
と
天
野
祝
が
祀
る
丹
生
都
比
売
神 

―
『
紀

伊
続
風
土
記
』
の
検
証
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」
（
９
）

は
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文

（
『
釈
日
本
紀
』
十
一
）
（

10
）

の
次
の
内
容
に
注
目
す
る
。 

息
長
帯
日
売
命
、
新
羅
国
を
平
け
む
と
欲
し
た
ま
ひ
て
下
り
坐
し
し
時
、
衆
の 

神
に
禱
り
た
ま
ひ
き
。
そ
の
時
、
国
堅
め
ま
し
し
大
神
の
子
、
尓
保
都
比
売
命
、 

国
造
石
坂
比
売
命
に
つ
き
て
、
教
へ
て
曰
り
た
ま
は
く
「
好
く
我
が
前
を
治
め
奉 

ら
ば
、
我
こ
こ
に
善
き
験
を
出
し
て
、
比
々
良
木
の
八
尋
桙
根
の
底
不
附
国
、
越

売
の
眉
引
国
、
玉
匣
賀
々
益
国
、
苫
枕
有
宝
国
、
白
衾
新
羅
国
を
、
丹
の
浪
を
以

ち
て
平
伏
け
賜
は
む
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
か
く
教
へ
賜
ひ
こ
こ
に
赤
土
を
出
だ
し

賜
ひ
き
。
そ
の
土
を
天
の
逆
桙
に
塗
り
た
ま
ひ
、
神
舟
の
艫
と
舳
に
建
て
た
ま
ふ
。

ま
た
御
舟
の
裳
と
御
軍
の
着
衣
を
染
め
た
ま
ひ
ぬ
。
ま
た
海
水
を
撹
き
濁
し
て
渡

り
賜
ふ
時
、
底
潜
る
魚
ま
た
高
く
飛
ぶ
鳥
ど
も
も
往
き
来
せ
ず
、
前
を
遮
る
も
の

な
し
。
か
く
て
新
羅
を
平
伏
け
已
訖
り
て
還
上
り
た
ま
ひ
ぬ
。
乃
ち
そ
の
神
を
紀
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伊
国
の
管
川
な
る
藤
代
の
峰
に
鎮
め
奉
り
き
。 

 
右
の
記
述
に
は
、
「
赤
土
（
丹
生
）
」
を
用
い
て
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
を
助
け
た

「
尓
保
都
比
売
命
」
が
、
傍
線
部
の
如
く
紀
伊
国
の
筒
川
の
藤
代
に
祭
ら
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
「
尓
保
都
比
売
命
」
を
奉
祭
す
る
者
た
ち
に
は
、
「
赤
土
（
丹
生
）
」
を

運
ん
で
い
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
を
下
る
の
は
筏

の
み
で
は
な
く
、
船
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
。
紀
ノ
川
の
河
口
ま
で
下
り
続
け
る
と
こ

ろ
に
「
行
く
行
く
と
」
と
表
現
さ
れ
る
映
像
が
存
在
す
る
。
船
は
、
さ
ら
に
茅
渟
の
海

を
介
し
て
、
播
磨
国
ま
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

播
磨
国
と
紀
伊
国
と
の
間
で
は
、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
（

11
）

が
「
凡
そ
大
神
の
宮
、

九
箇
所
に
所
在
り
」
と
、
次
の
よ
う
に
記
す
の
が
留
意
さ
れ
る
。 

当
国 

 
 
 
 

住
吉
大
社
（
四
前
） 

          

西
成
郡 

座
摩
社
（
二
前
） 

          

莵
原
郡 

社
（
三
前
） 

    

播
磨
国
賀
茂
郡 

住
吉
酒
見
社
（
三
前 

戸
三
烟
） 

長
門
国
豊
浦
郡 

住
吉
忌
宮
（
一
前
） 

筑
前
国
那
珂
郡 

住
吉
社
（
三
前
） 

紀
伊
国
伊
都
郡 

丹
生
川
上
天
手
力
男
意
気
続
々
流
住
吉
大
神 

大
唐
国 

一
処 

住
吉
大
神
社
（
三
前
） 

新
羅
国 

一
処 

住
吉
荒
魂
（
三
前
） 

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
「
紀
伊
国
伊
都
郡
」
に
は
、
「
丹
生
川
上
天
手
力
男
意
気
続

々
流
住
吉
大
神
」
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
住
吉
大
社
が
紀
ノ
川
を
遡
上
し
て
、
「
伊

都
郡
」
ま
で
信
仰
を
広
め
て
い
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
後
の
条
に
は
「
部
類

神
」
が
、 

当
国 

 
 
 
 

広
田
大
神 

    

筑
前
国 

 
 
 

橿
日
廟
宮 

糟
屋
郡 

 
 
 

阿
曇
社
（
三
前
） 

播
磨
明
石
郡 

 

垂
水
明
神 

紀
伊
国
名
草
郡 

丹
生
咩
姫
神 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
で
示
し
た
「
紀
伊
国
名
草
郡 

丹
生
咩
姫
神
」
が
、
「
尓
保

都
比
売
命
」
で
あ
る
と
捉
え
て
み
る
と
、
丹
生
都
比
売
神
を
「
名
草
郡
」
ま
で
認
め
て

い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
部
類
神
」
と
の
位
置
づ
け
に
、
穏
や
か
な
関
係
が
築

か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紀
ノ
川
の
往
来
に
は
、
物
流
の
利
権
に
大
き
な
魅
力

が
見
出
さ
れ
、
多
く
の
筏
や
船
な
ど
の
往
来
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

以
上
の
内
容
を
視
野
に
入
れ
、
「
丹
生
の
川 

瀬
を
渡
ら
ず
て 

行
く
行
く
と
」
と

の
訓
読
に
、
敢
え
て
言
葉
を
加
え
て
訳
し
て
み
る
と
、 

丹
生
の
川
は
（
深
い
の
で
）
瀬
を
渡
ら
な
い
で
（
磯
を
廻
り
）
行
く
行
く
と
（
下

り
続
け
る
よ
う
に
） 

と
で
も
解
さ
れ
る
よ
う
な
映
像
が
、
作
歌
の
背
景
に
存
在
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 

三
、
下
二
句
の
解
釈
と
上
三
句
と
の
接
合 

 

下
二
句
も
検
討
し
て
お
こ
う
。 

 

第
四
句
は
「
恋
痛
吾
弟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
恋
痛
」
は
今
日
で
も
、
「
恋
痛
し

（
コ
ヒ
タ
シ
・
コ
ヒ
イ
タ
シ
）
」
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系

・
万
葉
集
釈
注
）
と
も
、
「
恋
痛
き
（
コ
ヒ
タ
キ
・
コ
ヒ
イ
タ
キ
）
」
（
万
葉
集
全
注
・

万
葉
集
全
歌
講
義
・
万
葉
集
全
解
）
と
も
訓
み
が
分
か
れ
て
い
る
。 

 
前
者
は
、
「
吾
弟
」
と
句
ま
た
が
り
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
澤
瀉
久
孝
『
万
葉

集
注
釈
』
（

12
）

は
、
形
容
詞
の
終
止
形
で
そ
れ
に
な
る
例
と
し
て
、 

 
 

ま
菅
よ
し
宗
我
の
川
原
に
鳴
く
千
鳥
間
な
し 

我
が
背
子
我
が
恋
ふ
ら
く
は 

    

真
菅
吉 
宗
我
乃
河
原
尓 

鳴
千
鳥 

間
無
吾
背
子 

吾
恋
者
（
12
・
三
〇
八
七
） 

を
指
摘
す
る
。
傍
線
で
示
し
た
上
三
句
が
「
間
な
し
」
の
序
詞
と
な
り
、
点
線
で
示
し

た
「
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」
に
掛
か
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
該
歌
は
、
上
三
句
の
序
詞
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が
「
恋
痛
」
を
修
飾
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
痛
」
は
、
前
掲
一
一
六
番
歌
に
見
え
る
よ

う
に
、
或
い
は
、 

 
 
 
 

但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
穂
積
皇
子
を
思
ひ
て
作
ら
す
歌

一
首 

 
 

秋
の
田
の
穂
向
き
の
寄
れ
る
片
寄
り
に
君
に
寄
り
な
な
言
痛
く
あ
り
と
も 

 
 

秋
田
之 

穂
向
乃
所
縁 

異
所
縁 

君
尓
因
奈
名 

事
痛
有
登
母
（
２
・
一
一
四
） 

と
、
噂
の
「
激
し
い
」
様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
の
第
四
句
を
「
恋
痛
し
（
コ

ヒ
タ
シ
・
コ
ヒ
イ
タ
シ
）
」
と
読
ん
で
み
る
と
、 

 
 

丹
生
の
川
は
（
深
い
の
で
）
瀬
を
渡
ら
な
い
で
（
磯
を
廻
り
）
行
く
行
く
と
（
下

り
続
け
る
よ
う
に
）
恋
し
く
想
う
気
持
ち
が
激
し
い
。 

と
な
ろ
う
。
丹
生
川
を
下
る
者
た
ち
の
姿
に
、
長
皇
子
が
自
身
の
恋
情
を
擬
え
た
こ
と

に
な
る
。 

 

後
者
に
な
る
と
、
「
恋
痛
き
（
コ
ヒ
タ
キ
・
コ
ヒ
イ
タ
キ
）
」
と
読
む
こ
と
で
、
「
吾

弟
」
を
修
飾
す
る
表
現
と
な
る
。
「
吾
弟
」
の
訓
読
に
は
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、

今
日
の
多
く
の
注
釈
書
が
、
「
我
が
背
」
と
の
読
み
に
落
ち
着
い
て
い
る
（

13
）

。
本
稿

も
ひ
と
ま
ず
そ
れ
ら
に
な
ら
い
た
い
。
「
背
」
の
部
分
に
「
弟
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
表
記
の
面
白
さ
が
あ
り
、
弓
削
皇
子
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
の
意
は
、 

 
 

丹
生
の
川
は
（
深
い
の
で
）
瀬
を
渡
ら
な
い
で
（
磯
を
廻
り
）
行
く
行
く
と
（
下

り
続
け
る
よ
う
に
）
恋
に
激
し
い
我
が
弟
よ
。 

と
な
る
。
こ
ち
ら
の
解
釈
で
は
、
「
恋
痛
き
」
と
表
さ
れ
る
恋
情
が
弓
削
皇
子
の
も
の

と
な
る
。
そ
れ
が
何
に
基
づ
く
の
か
が
問
わ
れ
る
。 

 

留
意
し
た
い
の
は
、
当
該
歌
の
題
詞
に
、 

 
 

長
皇
子
与
皇
弟
御
歌
一
首 

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
与
」
を
使
用
す
る
他
の
題
詞
を
、
当
該
歌
を
含
む

巻
二
に
求
め
て
み
る
と
、
弓
削
皇
子
の
次
の
歌
が
存
在
す
る
。 

 
 
 
 

幸
于
吉
野
宮
時
、
弓
削
皇
子
贈
与
額
田
王
歌
一
首 

 
 

古
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
ゆ
づ
る
は
の
御
井
の
上
よ
り
鳴
き
渡
り
行
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
２
・
一
一
一
） 

 
 
 
 

額
田
王
奉
和
歌
一
首 

従
倭
京
進
入 

 
 

古
に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す
け
だ
し
や
鳴
き
し
我
が
思
へ
る
ご
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
２
・
一
一
二
） 

 

一
一
一
番
歌
の
よ
う
に
鳥
を
見
て
も
「
恋
」
を
詠
む
弟
を
、
長
皇
子
が
「
恋
痛
き
我

が
背
（
恋
痛
吾
弟
）
」
と
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
弓
削
皇
子
は
額
田
王

に
歌
を
贈
り
「
与
え
た
」
が
、
長
皇
子
は
弓
削
皇
子
に
当
該
歌
を
「
与
え
た
」
と
解
す

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
一
一
一
番
歌
に
は
「
贈
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
留

意
さ
れ
よ
う
。
一
一
二
番
歌
に
「
和
へ
奉
る
」
と
記
さ
れ
る
の
に
呼
応
す
る
。
当
該
歌

に
は
二
人
で
歌
を
交
わ
し
た
様
子
が
認
め
ら
れ
な
い
。
一
首
で
作
ら
れ
る
よ
う
な
状
況

で
詠
出
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。
第
四
句
の
表
現
と
表
記
か
ら
、
弓

削
皇
子
に
与
え
ら
れ
た
恋
歌
と
し
て
題
詞
が
記
さ
れ
、
巻
二
の
一
三
〇
番
に
配
置
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

結
句
の
「
乞
通
来
祢
」
は
、
「
乞
」
は
「
コ
チ
」
と
も
「
イ
デ
」
と
も
訓
み
が
分
か

れ
て
い
る
。
た
だ
今
日
の
諸
注
釈
は
、
い
ず
れ
も
「
出
で
」
に
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
従
い
「
出
で
通
ひ
来
ね
」
と
訓
読
し
て
お
く
。 

 

第
四
句
の
「
恋
痛
」
を
「
恋
痛
し
（
コ
ヒ
タ
シ
・
コ
ヒ
イ
タ
シ
）
」
と
読
む
と
、
長
皇

子
が
弟
に
会
い
た
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
自
ら
は
訪
ね
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
弟
に
訪
ね
て
来
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
上
三
句
は
、
長
皇
子
の
激
し
い
恋

情
を
修
飾
す
る
句
と
し
て
機
能
す
る
が
、
結
句
に
も
か
か
り
（
行
く
行
く
と
）
訪
ね
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
一
首
を
考
え
て
み
る
と
、 

 
 

丹
生
の
川
は
（
深
い
の
で
）
瀬
を
渡
ら
な
い
で
（
磯
を
廻
り
）
行
く
行
く
と
（
下

り
続
け
る
よ
う
に
）
想
う
気
持
ち
が
激
し
い
。
我
が
弟
よ
（
行
く
行
く
と
）
訪
ね

続
け
て
お
く
れ
。 
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と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
第
四
句
の
「
恋
痛
」
を
「
恋
痛
き
（
コ
ヒ
タ
キ
・
コ
ヒ
イ
タ
キ
）
」
と
訓
読
し
て
み
る

と
、
弓
削
皇
子
が
「
恋
痛
き
」
存
在
と
な
る
。
鳥
の
鳴
き
声
に
も
古
の
恋
を
歌
い
起
こ

す
弓
削
皇
子
に
、
長
皇
子
が
訪
ね
て
来
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。 

丹
生
の
川
は
（
深
い
の
で
）
瀬
を
渡
ら
な
い
で
（
磯
を
廻
り
）
行
く
行
く
と
（
下

り
続
け
る
よ
う
に
）
恋
に
激
し
い
我
が
弟
よ
、
（
行
く
行
く
と
）
訪
ね
続
け
て
お

く
れ
。 

と
解
さ
れ
る
。 

 

い
ず
れ
に
読
ん
で
も
、
上
三
句
に
は
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
を
、
巧
み
に
筏

や
船
を
操
り
、
紀
ノ
川
の
河
口
ま
で
下
り
続
け
て
ゆ
く
者
た
ち
の
映
像
が
、
皇
子
の
恋

情
と
来
訪
を
誘
う
序
詞
に
援
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

当
該
歌
の
下
二
句
の
訓
読
は
、
現
時
点
で
一
つ
に
決
め
る
こ
と
が
難
し
い
。
「
恋
痛

し
（
コ
ヒ
タ
シ
・
コ
ヒ
イ
タ
シ
）
」
と
読
ん
で
み
る
と
、
何
ら
か
の
事
情
で
弟
を
訪
ね
る

こ
と
の
で
き
な
い
長
皇
子
が
、
弟
の
弓
削
皇
子
に
来
訪
し
続
け
る
こ
と
を
求
め
る
歌
と

な
る
。
「
恋
痛
き
（
コ
ヒ
タ
キ
・
コ
ヒ
イ
タ
キ
）
」
と
読
ん
で
み
る
と
、
恋
情
激
し
い
弟

と
し
て
表
現
さ
れ
る
弓
削
皇
子
に
、
長
皇
子
が
来
訪
し
続
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
歌

と
な
る
。
ど
ち
ら
の
読
み
方
に
も
一
長
一
短
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
稿

は
ひ
と
ま
ず
上
三
句
の
解
釈
を
見
直
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
は
深
い
の
で
瀬
を
渡
る
こ
と
が
な
い
。
山
か
ら
木
を
伐

り
出
し
筏
に
組
ん
で
磯
を
廻
り
、
或
い
は
赤
土
を
積
む
船
を
操
り
な
が
ら
、
巧
み
に
紀

ノ
川
の
河
口
ま
で
下
り
続
け
る
者
た
ち
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
例
え
ば
、
南
海

道
が
旅
を
支
え
る
陸
の
道
と
す
る
な
ら
（

14
）

、
「
丹
生
乃
河
（
丹
生
の
川
）
」
か
ら
紀

ノ
川
の
河
口
ま
で
の
流
れ
に
は
、
生
業
を
支
え
る
川
の
道
が
存
在
し
た
。 

 

当
該
歌
の
上
三
句
は
、
川
の
道
を
生
業
と
す
る
者
た
ち
の
映
像
が
序
詞
に
援
用
さ
れ
、

下
二
句
に
示
さ
れ
る
恋
情
の
激
し
さ
と
来
訪
し
続
け
る
こ
と
を
希
求
す
る
心
情
を
導
く

表
現
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。 

  

注 

（
１
） 

尾
崎
富
義
「
長
皇
子
の
歌
」
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
佳
人
と
作
品
』
第
三
巻 

一
九
九
九
年 

和
泉
書
院
） 

（
２
）
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万 

 
 
 

葉
集
』
①
～
④
（
一
九
九
四
年
四
月
～
一
九
九
六
年
八
月 

小
学
館
）
を
テ
キ
ス 

 
 
 

ト
に
し
て
い
る
。 

（
３
）
吉
村
誠
「
相
聞
歌
の
『
遊
び
』
」
『
大
伴
家
持
と
奈
良
朝
和
歌
』
二
〇
〇
一
年

九
月 

お
う
ふ
う 

初
出
は
、
一
九
八
九
年
三
月
。 

（
４
）
池
原
陽
斉
「
『
長
皇
子
与
皇
弟
御
歌
一
首
』
考
」
『
東
洋
通
信 

東
洋
大
学
補

助
教
材
』
二
〇
一
五
年
八
月 

第
五
三
巻 

第
三
号
。 

（
５
）
正
宗
敦
夫
編
『
万
葉
集
総
索
引
』
単
語
編
（
一
九
七
四
年
五
月 

平
凡
社
）
は
、

「
由
久
」
の
用
例
を
他
に
も
、 

４
・
六
二
六
、
５
・
八
〇
〇
、
八
七
四
、
八
七
五
、
７
・
一
二
三
四
、
14
・

三
三
六
六
、
三
四
四
三
、
三
五
一
〇
、
三
五
一
九
、
三
五
二
二
、
三
五

六
七
、
15
・
三
五
八
〇
、
三
六
〇
七
、
三
六
一
二
、
三
六
二
五
、
三
六

三
一
、
三
六
三
六
、
三
六
三
七
、
三
七
〇
六
、
三
七
二
四
、
17
・
三
八

九
七
、
三
九
二
七
、
四
〇
〇
二
、
四
〇
〇
三
、
四
〇
〇
六
、
四
〇
〇
八
、

四
〇
一
一
、
18
・
四
〇
四
二
、
19
・ 

四
二
六
三
、
20
・
四
三
二
五
、

四
三
二
七
、
四
三
三
一
、
四
三
三
八
、
四
三
七
二
、
四
四
七
六
、
四
四

一
〇
、
四
四
一
四
、
四
四
一
六
、
四
四
二
五
、
四
四
三
六
、
四
四
八
三 

 
 

 

と
数
え
る
。 

（
６
）
前
掲
注
（
５
）
書
は
「
遊
久
」
の
用
例
を
他
に
も
、
「
２
・
一
一
一
、
二
三

四
、
14
・
三
三
六
二
」
と
数
え
る
。 
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（
７
）
飯
泉
健
司
「
水
路
―
筏
師
」
『
王
権
と
民
の
文
学
―
―
記
紀
の
論
理
と
万
葉
人

の
生
き
様
』
武
蔵
野
書
院 

二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年
。 

（
８
）
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳 

新
編
日
本
文
学
全
集
『
今
昔

物
語
集
』
①
（
一
九
九
九
年
四
月 

小
学
館
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
。 

（
９
）
市
瀬
雅
之
「
紀
伊
国
・
玉
津
島
の
稚
日
女
尊
と
天
野
祝
が
祀
る
丹
生
都
比
売
神 

―
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
検
証
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」
二
〇
二
一
年
三
月 

『
梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
紀
要
』
一
七
号
。 

（
10
）
植
垣
節
也
校
注
・
訳 
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
（
一
九
九
七
年

十
月 

小
学
館
）
廣
岡
義
隆
担
当
逸
文
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
私

意
に
よ
っ
て
一
部
を
書
き
改
め
た
。 

（
11
）
田
中
卓
『
吉
大
社
神
代
記
の
研
究
』
（
『
田
中
卓
著
作
集
』
７ 

一
九
三
五
年

十
二
月 

国
書
刊
行
会
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。 

（
12
）
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
昭
和
三
十
三
年
四
月 
中
央
公
論
社
。 

（
13
）
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
一
』
（
二
〇
〇
九
年
三
月 
筑
摩
書
房
）
は
、
「
我

が
弟
（
と
）
」
と
訓
読
す
る
。 

（
14
）
市
瀬
雅
之
「
万
葉
歌
に
育
ま
れ
た
風
土
―
真
土
山
・
妹
背
山
歌
を
中
心
に
し
て

―
」
二
〇
一
九
年
三
月 

『
梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
紀
要
』
一
五
号
。 

 

※
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
年
度
「
上
代
文
学
会
秋
季
大
会
研
究
発
表
会
」
に
て
口 

頭
発
表
し
た
内
容
で
あ
る
。
投
稿
の
締
め
切
り
と
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
、
席 

上
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
今
後
の
検
討
に
活
か
し
た
い
。 
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